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【公開日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2010-030
【出願番号】特願2009-239397(P2009-239397)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月16日(2012.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を収納する液体収納容器と、該液体収納容器内の液体を吐出する複数の吐出口から
なる吐出口列が形成された吐出口面と、前記液体収納容器と前記吐出口とを連通させる流
路と、を有する液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填方法であって、
　前記吐出口面の前記吐出口列に沿って吸引部材を移動させながら第１の吸引圧力で吸引
動作を行い、前記吐出口面をワイピングする第１の工程と、
　前記第１の工程の後に、前記吐出口面の前記吐出口列に沿って前記吸引部材を移動させ
ながら、前記第１の吸引圧力より低い第２の吸引圧力で吸引動作を行い、前記吐出口面を
ワイピングする第２の工程と、
　を有することを特徴とする液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填方法。
【請求項２】
　前記吸引部材は、前記第１の工程において前記吐出口面の前記吐出口列に沿って第１の
移動速度で移動させられ、前記第２の工程において前記吐出口面の前記吐出口列に沿って
第２の移動速度で移動させられることを特徴とする請求項１に記載の液体吐出ヘッドカー
トリッジの液体充填方法。
【請求項３】
　前記吸引部材は、前記第１の工程においては前記液体収納容器内の液体を前記吐出口ま
で吸引し、前記第２の工程においては前記流路内の気泡を除去するように吸引することを
特徴とする請求項１または２のいずれかに記載の液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填
方法。
【請求項４】
　前記第１の吸引圧力は前記第２の吸引圧力に対して、１．５倍以上２．８倍以下の値で
あることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の液体吐出ヘッドカートリッジの液
体充填方法。
【請求項５】
　前記第１の移動速度は前記第２の移動速度に対して、２倍以上４．５倍以下の値である
ことを特徴とする請求項２～４のいずれかに記載の液体吐出ヘッドカートリッジの液体充
填方法。
【請求項６】
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　前記第１の工程における前記吸引部材が移動する方向は、前記吐出口列に沿った往路で
あり、前記第２の工程における前記吸引部材が移動する方向は、前記吐出口列に沿った復
路であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の液体吐出ヘッドカートリッジ
の液体充填方法。
【請求項７】
　前記第１の吸引工程に使用される前記吸引部材の断面積が、前記第２の吸引工程に使用
される前記吸引部材の断面積よりも大きいことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記
載の液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填方法。
【請求項８】
　液体を収納する液体収納容器と、該液体収納容器内の液体を吐出する複数の吐出口から
なる吐出口列が形成された吐出口面と、前記液体収納容器と前記吐出口とを連通させる流
路と、を有する液体吐出ヘッドカートリッジを用意する工程と、
　前記吐出口面の前記吐出口列に沿って吸引部材を移動させながら第１の吸引圧力で吸引
動作を行い、前記吐出口面をワイピングする第１の工程と、
　前記第１の工程の後に、前記吐出口面の前記吐出口列に沿って吸引部材を移動させなが
ら、前記第１の吸引圧力より低い第２の吸引圧力で吸引動作を行い、前記吐出口面をワイ
ピングする第２の工程と、
　を有することを特徴とする液体吐出ヘッドカートリッジの製造方法。
【請求項９】
　前記吸引部材は、前記第１の工程において前記吐出口面の前記吐出口列に沿って第１の
移動速度で移動させられて、前記第２の工程において前記吐出口面の前記吐出口列に沿っ
て第２の移動速度で移動させられることを特徴とする請求項８に記載の液体吐出ヘッドカ
ートリッジの製造方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液体吐出ヘッドカートリッジの製造方法を実施するための液体吐出ヘ
ッドカートリッジの製造装置において、
　前記吐出口面に当接し液体を吸引する吸引部材と、
　前記液体収納容器内の液体を吸引する吸引圧力を発生する手段と、
　前記吸引圧力を可変させる手段と、
　前記吸引部材を前記吐出口列に沿って移動させる手段と、
　前記移動速度を可変させる手段と、
を有する事を特徴とする液体吐出ヘッドカートリッジの製造装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、本発明の液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填方法
は、液体を収納する液体収納容器と、該液体収納容器内の液体を吐出する複数の吐出口か
らなる吐出口列が形成された吐出口面と、前記液体収納容器と前記吐出口とを連通させる
流路と、を有する液体吐出ヘッドカートリッジの液体充填方法であって、前記吐出口面の
前記吐出口列に沿って吸引部材を移動させながら第１の吸引圧力で吸引動作を行い、前記
吐出口面をワイピングする第１の工程と、前記第１の工程の後に、前記吐出口面の前記吐
出口列に沿って前記吸引部材を移動させながら、前記第１の吸引圧力より低い第２の吸引
圧力で吸引動作を行い、前記吐出口面をワイピングする第２の工程と、を有する。
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